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り
、
今
ま
で
の
流
れ
か
ら

す
る
と
、
そ
う
い
っ
た
推

移
に
な
る
と
申
し
上
げ
た
。

問　

今
は
、
年
単
位
の
目

標
が
必
要
。
市
長
の
頭
の

中
だ
け
で
な
く
、
庁
内
で

共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
長
期
的
に
重
点
施
策

を
実
施
す
る
た
め
、
基
金

活
用
の
考
え
方
は
。

答　

現
在
の
32
基
金
の
統

廃
合
・
再
編
を
図
る
。

　

特
に
、
137
億
円
の
復
旧
・

復
興
基
金
は
、
維
持
補
修

費
、
市
債
償
還
、
人
口
・

税
収
増
の
事
業
に
充
て
る
。

問　

日
本
一
の
教
育
に
向

け
、
教
育
振
興
基
金
を
創

設
し
、
中
学
生
全
員
を
外

国
に
派
遣
す
る
（
修
学
旅

行
）
等
を
検
討
し
て
は
。

答　

一
緒
く
た
に
海
外
旅

行
と
は
い
か
な
い
が
、
修

学
旅
行
の
意
義
や
基
金
創

設
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

や
財
政
担
当
な
ど
と
研
究

す
る
。

問　

今
後
の
中
長
期
財
政

見
込
み
や
事
業
計
画
は
。

答　

復
旧
事
業
の
完
了
に

伴
い
、
予
算
規
模
は
縮
小

す
る
。
一
般
財
源
も
減
少

す
る
が
、
特
定
財
源
を
確

保
し
収
支
均
衡
を
図
る
。

　

た
め
池
の
放
射
性
物
質

の
拡
散
防
止
対
策
189
億

円
、
農
業
経
営
再
開
支
援

事
業
45
億
円
、
小
高
区
の

復
興
拠
点
整
備
事
業
な

ど
、
今
後
３
年
間
で
475
億

円
の
投
資
事
業
計
画
。

問　

29
年
度
末
及
び
５
年

後
の
目
標
人
口
は
。

答　

32
年
度
の
市
目
標
人

口
は
５
万
７
千
63
人
、
う

ち
小
高
区
は
４
千
722
人
。

29
年
度
末
目
標
人
口
は
、

な
い
。

問　

解
除
後
１
年
位
の
居

住
人
口
で
４
千
人
、
一
方

で
、
日
中
い
て
ほ
し
い
人

口
で
３
千
人
等
の
種
々
の

市
長
発
言
あ
る
が
。

答　

解
除
後
５
ケ
月
で

１
千
252
人
帰
還
し
て
お

質問を終えて
　何年かぶりの登壇。震
災の爪跡の大きさと、今
後の財政不安と公共施設
等の維持費増大。

質問を終えて
　「飛躍」等の言葉だけでな
く、年度末人口など具体的
目標も掲げた復興推進を期
待します。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
は

❷ 

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

児
童
生
徒
育
成
は

❸ 

地
域
交
通
網
（
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
）
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

学
校
教
育
施
設
の
借
地

解
消
に
つ
い
て

❷ 

全
国
学
力
調
査
結
果
に

つ
い
て

❸ 

指
導
力
の
あ
る
教
員
の

確
保
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
規
模
を
精
査

し
て
進
め
る
。
生
活
道
路

の
改
修
要
望
は
多
く
、
精

査
し
て
進
め
る
。
南
相
馬

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
を

策
定
し
進
め
る
。
不
正
受

給
が
発
生
し
た
こ
と
は
極

め
て
遺
憾
。
今
後
、
こ
う

し
た
事
態
が
発
生
し
な
い

様
に
申
請
書
類
の
審
査
、

調
査
を
強
化
し
、
再
発
防

止
に
努
め
る
。

問　

農
業
の
再
生
に
つ
い

て
。
担
い
手
の
確
保
。
風

評
被
害
の
払
拭
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。
有
害
鳥
獣

の
被
害
防
止
対
策
は
。
担

い
手
農
家
の
後
継

者
育
成
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

担
い
手
に
つ

い
て
は
各
地
区
共

通
の
課
題
で
あ

り
、
経
営
体
の
確

保
が
必
要
。
風
評

被
害
の
払
拭
は
地

産
地
消
す
る
事
が

肝
要
。
有
害
鳥
獣

は
駆
除
隊
に
対
す

る
報
奨
金
で
対
応
し
て
行

く
。
農
家
の
後
継
者
は
県

や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
営
農

技
術
等
の
研
修
を
実
施
し

農
業
者
の
経
営
の
安
定
と

強
化
を
図
り
、
国
の
経
営

所
得
安
定
対
策
の
制
度
内

容
を
周
知
す
る
。

問　

市
立
小
・
中
学
校
の

適
正
規
模
に
つ
い
て
。

答　

検
討
委
員
会
を
設
置

し
本
年
中
に
考
察
す
る
。

問　

平
成
27
年
度
の
決
算

状
況
か
ら
、
将
来
に
向
け

た
本
市
の
財
政
は
厳
し
く

な
り
、復
旧
・
復
興
の
リ
ー

ド
事
業
が
多
い
が
、
生
活

道
路
に
特
化
し
た
復
旧
や

ス
ポ
ー
ツ
憲
章
を
樹
立
し

た
、
ま
ち
お
こ
し
を
提
言

す
る
。
ま
た
企
業
立
地
補

助
金
の
精
査
の
あ
り
方
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

今
後
運
営
経
費
等
の

増
加
が
想
定
さ
れ
、
財
政

環
境
は
厳
し
く
、
建
物
等

は
長
寿
化
を
図
る
。
小
高

区
民
の
帰
還
に
向
け
て

これは日本一・ＭＪＣアンサンブルの活動

震
災
後
の
復
旧
・

震
災
後
の
復
旧
・

復
興
に
つ
い
て

復
興
に
つ
い
て

市
の
財
政
計
画
と

市
の
財
政
計
画
と

教
育
振
興
策
は
？

教
育
振
興
策
は
？

平田 　武 議員

門馬 和夫議員

【公共施設等の更新・維持補修等の費用と投資可能額】

　棒グラフが公共施設等の更新・維持補修等の費用に対し、折
れ線グラフが投資可能額になります。通常の維持補修費等の費
用も含めると、今後20年間で約1,775億円が必要となりま
すが、一方、充当可能な財源は約1,173億円であり、
今後20年間では約602億円の不足が見込まれます。

一
般
質
問
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ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
す

べ
き
だ
が
見
解
は
。

答　

ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト

サ
ミ
ッ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
災

害
分
野
の
開
催
が
決
ま
っ

た
。
引
き
続
き
ロ
ボ
ッ
ト

の
ま
ち
南
相
馬
を
全
国
に

発
信
す
る
。

問　

旧
避
難
指
示
区
域
の

復
興
へ
の
決
意
を
伺
う
。

答　

旧
避
難
指
示
区
域
の

復
興
な
く
し
て
南
相
馬
の

復
興
な
し
と
の
認
識
の
下

生
活
環
境
の
整
備
、
拠
点

施
設
を
核
と
し
た
賑
わ
い

創
出
等
全
庁
あ
げ
て
区
域

内
の
再
生
に
取
り

組
む
。

問　

暮
ら
し
の
環

境
整
備
を
進
め
る

こ
と
は
も
と
よ

り
、
税
や
公
共
料

金
等
ソ
フ
ト
面
で

の
定
住
誘
導
の
施

策
が
必
要
で
は
。

答　

税
や
公
共
料

金
の
支
援
は
難
し

い
と
考
え
る
が
バ

ス
の
自
動
走
行

民間企業が設置するイノベーション研究施設

南相馬市の復興を担うロボット

答　

今
回
の
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、
国
際

産
学
官
共
同
利
用
施
設
に

よ
り
企
業
誘
致
立
地
性
の

優
位
性
は
高
ま
る
。
こ
れ

ら
施
設
は
研
究
開
発
拠
点

で
あ
り
、
組
み
立
て
型
の

も
の
づ
く
り
と
は
一
線
を

画
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
係

す
る
人
材
育
成
、
技
術
革

新
が
こ
の
地
域
に
根
差
し

て
い
く
、
結
果
地
域
の
企

業
等
に
も
そ
う
い
う
効
果

が
波
及
し
て
い
く
と
い
う

良
好
な
関
係
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

す
で
に
進
出
の
意
思
表

示
を
し
て
い
る
研
究
部
門

を
は
じ
め
と
し
て
、
両
施

設
の
利
活
用
や
今
後
の
本

市
経
済
の
影
響
を
し
っ
か

り
見
定
め
て
対
応
し
た

い
。

等
、
小
中
高
生
が
夢
と
希

望
が
も
て
る
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
取
り
組
み
を
継
続

す
る
。

問　

大
雨
の
水
害
対
策
、

河
川
、
小
川
の
浸
食
や
崩

落
の
不
安
箇
所
の
解
消
の

重
点
的
取
り
組
み
は
。

答　

市
の
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
早
急
に
不

安
解
消
の
応
急
対
策
や
本

復
旧
を
進
め
る
。

問　

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

の
誘
致
、
ひ
い
て
は
企
業

の
研
究
開
発
部
門
を
積

極
的
に
誘
致
す
る
こ
と

は
、
地
方
自
治
体
に
よ
る

産
業
政
策
の
転
換
点
。
工

場
誘
致
を
強
く
訴
え
て
い

る
が
、
一
線
を
画
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
賃
金
と

比
べ
水
準
は
大
き
く
下
が

り
、
震
災
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
大
き
な

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ

て
、
撤
退
に
よ
る
失
業
が

全
国
に
広
が
っ
た
。
多
額

の
税
を
投
入
し
て
大
き
な

工
場
を
建
て
、
ラ
イ
ン
の

保
守
・
運
用
す
る
の
で
は

な
く
、
研
究
開
発
拠
点
を

こ
の
地
域
に
増
や
す
こ
と

が
重
要
。

　

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を

整
備
し
実
証
を
し
て
い
く

こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
先
で

研
究
開
発
拠
点
の
集
積
に

繋
げ
て
い
く
た
め
に
ど
ん

な
取
り
組
み
を
進
め
る
か

伺
う
。

問　

50
年
先
を
見
据
え
て

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を
本
市

発
展
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

答　

国
際
産
学
官
共
同
利

用
施
設
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
製

品
の
改
良
開
発
へ
の
参
画

で
技
術
基
盤
の
向
上
が
期

待
さ
れ
、
販
路
拡
大
や
受

注
増
に
つ
な
が
る
。
企
業

業
績
向
上
は
新
規
雇
用
や

収
入
増
へ
、
交
流
人
口
増

で
観
光
資
源
と
し
て
も
有

効
活
用
し
地
域
経
済
に
波

及
効
果
を
も
た
ら
し
た
い
。

問　

ロ
ボ
ッ
ト
関
連
イ
ベ

質問を終えて
　「ロボットのまち南相
馬」の実現で、豊かで活
力に富む郷土を！
　50年後が楽しみだ！！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

将
来
負
担
を
残
さ
ぬ
イ

ン
フ
ラ
整
備
を

❷ 

幼
児
教
育
を
柱
と
し
た

子
育
て
支
援
策
を

❸ 

学
力
向
上
策
の
検
証
を

進
め
よ

そ
の
他
の
質
問

❶ 

い
じ
め
防
止
条
例
の
制

定
を

❷ 

市
営
住
宅
で
も
ア
ニ
マ

ル
セ
ラ
ピ
ー
の
享
受
を

❸ 

生
活
道
路
の
簡
易
舗
装

促
進
を

産
業
の
変
化
に
即
し
た

産
業
の
変
化
に
即
し
た

企
業
誘
致
を

企
業
誘
致
を

ロ
ボ
ッ
ト
の
ま
ち
へ
の

ロ
ボ
ッ
ト
の
ま
ち
へ
の

道
筋
は

道
筋
は

但野 謙介 議員

志賀 稔宗 議員

質問を終えて
　企業誘致の質が変化し、対応
が求められている。市の充実し
た体制整備が不可欠。

一
般
質
問


